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＜プレスリリース＞                       2018 年 6 月 1 日 

市民版環境白書「グリーン・ウォッチ２０１８」発行 

日本の環境政策を市民・環境 NGO が評価分析 
 全国 85団体の環境 NGO/NPOから構成されるグリーン連合は、今年 6月、市民版環境白書「グ

リーン・ウォッチ 2018」を発行した。グリーン連合は、2015 年 6月 5日（環境の日）に、気候

変動や化学物質汚染など様々な環境問題に取り組む国内の環境 NPO/NGOの連合組織として設立

され、政府や国会議員などに現状の環境政策の課題について働きかけ、懇談や意見共有の場を設

けてきた。また、NPO／NGOが社会の持続性を支える不可欠なセクターとして、より多くの市民

の支持を得られる力強い存在になることを目指して市民社会へと働きかけてきた。 

市民版環境白書「グリーン・ウォッチ」は、2016年版をはじめて発行してから毎年制作発行

しており、今年で第 3回目となる。今回も、主要な環境政策のレビューとして、気候変動、再生

可能エネルギー、廃棄物、化学物質の問題にフォーカスした。また、東京電力福島第一原子力発

電所の事故から 7年の歳月を経て、「放射性物質と如何に付き合っていくのか」との視点から原

発問題に焦点を当てている。また、政府が確固として将来像を描いていない中、いくつかの目指

すべき将来像の試案についても触れている。さらに本年の注目すべきトピックスとしては、自動

車の「脱炭素化」に向けた急速な世界の動き、省エネ住宅を巡る昨今の動向、SDGsを巡る動き、

欧州における環境 NGO に対する公的資金助成についても触れた。 

なお、グリーン・ウォッチの表紙・裏表紙のイラストは、ハイ・ムーンの名で知られる京都大

学名誉教授の高月紘先生に今年もご提供いただいた。また、本ペーパーの印刷・頒布にあたって

は、平成 30 年度地球環境基金の助成を受けて頒布することとしている。 
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